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に、色素の脱色反応には OH ラジカルが大きな役割を持つという結果を示している。 
（３） OH ラジカル等の生成に寄与する液面へ照射される高エネルギー粒子や界面近傍での電界・温度分布を明らか
にするため、Particle in cell-Monte Calro collision 法に取り組んでいる。大気圧 He および Ar 直流プラ
ズマの陰極に照射される中性粒子のエネルギーフラックスは、イオンによるものよりも大きいといった結果
を示し、更に、陰極近傍においては、108 V/m もの強い電場が形成されることを示している。また、大気圧プ
ラズマにおいては、プラズマ生成電圧の増加に伴い、雰囲気の温度上昇が生じることを示している。 
（４） 大気圧プラズマのように、温度加熱を伴うプラズマにおいて、陰極に照射するイオン及び中性粒子のエネル
ギーを理論的に求める際には、温度分布を考慮する必要があることを、従来までの温度均一モデルの改良に
よって得られた新たな温度変化モデルの提示とともに明示している。 
（５） プラズマ－液相界面構造の理解のため、和周波分光測定に取り組み、比較的弱い電場で水分子群の配向構造
の制御が可能であることを示している。また、プラズマ生成活性種が、水表面における構造を大きく乱すこ
とを明らかにしている。 
以上のように、本論文はプラズマ誘起反応プロセス制御の高度化を目的に、プラズマ制御手法の開発を導き、更に、
プラズマ誘起液相反応場に関して、その界面現象を中心に、その制御の向上につながる知見を得ている。従って、本
論文は、学術的知見のみならず、プラズマ材料プロセスの向上に寄与する材料学的知見を多く含んでおり、材料工学
の進展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
 
 
 
